
各地区電友会だより（福島）

山内支店長講演模様

受華の仲島氏（右側）と山内支店長

賭
闇
殴
園

◆
福
島
支
部

◎
平
成
2
8
年
度
福
島
支
部
定
期
総
会
開
催

5
月
2
7
日
福
島
市
民
会
館
に
於
い
て
平
成
2
8
年
度

福
島
支
部
定
期
総
会
が
、
N
T
T
東
日
本
山
内
功
福

島
支
店
長
、
伊
藤
鉄
治
退
職
者
の
会
福
島
県
協
議
会

会
長
を
来
賓
に
お
招
き
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
斉
藤

政
夫
支
部
長
挨
拶
の
あ
と
、
山
内
福
島
支
店
長
か
ら

「
福
島
に
お
け
る
N
T
T
東

日
本
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

と
遷
し
講
演
を
頂
き
ま
し

た。

講
演
の
後
、
前
年
度
で

地
区
役
員
を
退
任
し
た
元

副
支
部
長
仲
島
功
氏
（
元

あ
さ
か
会
会
長
）
　
に
「
長
年
に
わ
た
る
N
T
T
事
業

へ
の
協
力
」
に
対
す
る
貢
献
と
し
て
、
山
内
支
店
長

か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
幹
事
の
白
河
地
区
関
戸
忠
義
会
長
を
議

長
に
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
、

平
成
2
7
年
度
事
業
活
動
報
告
及
び
、
収
支
決
算
報
告

が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
続
い
て
平
成
2
8
年

度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
提
案
が
あ
り
、
こ

れ
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
今
年
度
事
業
計
画
の
主
た
る
取
組
み

は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
会
員
に
と
っ
て
価
値
あ
る
電
友
会
活
動

用
新
規
サ
ー
ク
ル
立
上
時
の
規
約
策
定
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
、
支
援
一
時
金
の
支
給

切
県
内
及
び
支
部
間
サ
ー
ク
ル
相
互
交
流
の
促
進

を
図
る
　
（
支
援
金
の
支
給
等
）

刷
文
化
講
演
会
な
ど
会
員
の
集
ま
る
機
会
の
積
極

的
な
開
催

㈲
働
く
機
会
、
活
躍
機
会
の
拡
大

2
、
社
会
に
と
っ
て
価
値
あ
る
電
友
会
活
動

Ⅲ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
実
施

倒
高
齢
会
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
　
（
退
職
者
の
会
な
ど

と
の
連
携
）

刷
地
球
環
境
保
護
活
動
と
し
て
食
用
廃
油
回
収
施

策
の
継
続
実
施

3
、
組
織
活
性
化
の
取
組
み

Ⅲ
会
員
拡
大
施
策
と
し
て
次
の
施
策
を
行
う

①
お
た
め
し
入
会
制
度
の
導
入
（
1
年
間
会
費
無

料）
②
支
部
作
成
「
電
友
会
の
ご
案
内
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
活
用

③
入
会
者
へ
ク
オ
カ
ー
ド
進
呈
の
継
続
と
増
額
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講長の白河地区関戸忠義会長

（
東
北
施
策
2
0
0
0
円
＋
支
部
施
策
1
0
0
0
円
）

刷
会
員
の
活
躍
・
活
動
を
支
援
す
る

刷
電
友
会
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
共
有
を
図
る

4
、
N
T
T
・
グ
ル
ー
プ
各
社
と
の
連
携
と
N
T
T

事
業
へ
の
協
力
支
援

Ⅲ
各
行
事
に
N
T
T
幹

部
の
招
待
と
N
T
T
事
業

動
向
の
把
握

佃
I
T
講
習
会
等
を
積

極
的
に
開
催
し
、
I
C
T

環
境
の
拡
大
に
貢
献
す
る

刷
N
T
T
商
品
販
売
、

続

不
良
設
備
情
報
提
供
の
継

開
催

第
3
回
福
島
支
部
親
善
囲
碁
サ
ー
ク
ル
交
流
会
は

平
成
2
8
年
6
月
8
日
「
郡
山
・
逢
瀬
荘
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
と
同
様
2
0
名
の
参
加
が
あ

り
、
棋
力
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
初
対
局
や

ラ
イ
バ
ル
と
の
リ
ベ
ン
ジ
対
局
を
楽
し
み
交
流
を
は

か
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
又
は
準
優
勝
の
初
入
賞
者
は
4
名
、
B
組
の

家
久
来
三
段
は
2
回
連
続
入
賞
、
C
姐
の
山
口
初
段

は
3
回
連
続
入
賞
と
強
さ
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
初
参
加
し
た
上
奏
昌
子
（
郡
山
）
　
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
棋
力
向
上
を
期
待
し
奨
励
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
別
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

A
組
　
優
　
勝

準
優
勝

B
組
　
優
　
勝

準
優
勝

C
級
　
優
　
勝

準
優
勝

奨
励
賞

秋
田
　
紘
行
（
福
島
）

山
田
　
昌
義
（
福
島
）

鈴
木
　
道
則
（
福
島
）

家
久
来
幸
次
（
郡
山
）

鈴
木
　
健
一
（
郡
山
）

山
口
　
　
嵩
（
福
島
）

上
奏
　
昌
子
（
郡
山
）

※
参
加
者
数
2
0
名
（
福
島
8
名
、
郡
山
8
名
、
い

わ
き
4
名
）

㈲
無
人
交
換
所
除
草
作
業
受
託
業
務
の
継
続

5
、
東
北
地
方
本
部
施
策
へ
の
協
力

被
災
地
定
点
観
測
員
の
協
力
者
は
次
の
3
名
で
す
。

相
馬
地
区
　
　
草
野
　
拓
也
氏

原
町
地
区
　
　
半
谷
　
敬
一
氏

い
わ
き
地
区
　
早
坂
　
公
男
氏

続
い
て
役
員
補
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
新
た

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

顧
問
　
山
内
　
功

N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
長

幹
事
　
岡
本
　
清
義

電
電
原
町
退
職
者
の
会
会
長

◎
第
3
回
福
島
支
部
親
善
囲
碁
サ
ー
ク
ル
交
流
会



各地区電友会だより（福島）

乾杯の音頭の阿部忠さんと県産銘酒

挨拶の斉藤政夫会長

当日出席の長寿者3名と斉藤会長（右）

㊨
福
島
地
区
電
友
会

◎
平
成
2
8
年
福
島
地
区
電
友
会
新
年
会
開
催

1
月
2
8
日
恒
例
の
福
島
地
区
新
年
会
を
、
ザ
・
セ

レ
ク
ト
ン
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お
い
て
、
N
T
T

東
日
本
福
島
支
店
斉
藤
哲
也
総
務
担
当
課
長
、
N
T

鮒
　
で
労
組
退
職
者
の
会
福

左

島
地
区
協
議
会
斉
藤
孝

雄
会
長
、
電
友
吾
妻
会
伊

藤
邦
子
会
長
、
高
橋
秀
樹

福
島
県
議
会
議
員
ら
を

来
賓
に
迎
え
、
6
0
名
の
参

加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

梯模親恐妻祝

ま
し
た
。

斉
藤
政
夫
会
長
挨
拶
、
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
菅
家

政
利
さ
ん
の
「
新
春
視
の
詩
」
に
続
き
、
今
年
の
年

男
を
代
表
し
て
阿
部
忠
さ
ん
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入
り

ま
し
た
。
今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
県
産
銘
酒
8
銘

柄
を
抽
選
で
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

飲
み
比
べ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
し
た
。

宴
も
進
む
に
つ
れ
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出
し
楽
し
い

新
年
会
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
も

元
気
に
活
気
あ
ふ
れ
る
電
友
会
に
し
て
行
き
ま
し
ょ

、つ0◎
福
島
地
区
定
期
繚
会
開
催

4
月
2
8
日
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お
い
て
、
6
6

名
の
会
員
が
参
加
し
平
成
罰
年
度
福
島
地
区
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
に
先
立
ち
、
昨
年
度

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
行
っ
た
後
斉
藤
政
夫

会
長
か
ら
、
今
年
度
次
の
3
点
を
重
点
に
地
区
の
運

営
を
進
め
て
行
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

1
、
会
員
拡
大
施
策
の
取
組
み
に
つ
い
て

費
無
料
）

㈲
正
規
入
会
者
へ
商
品
券
進
呈
の
継
続
（
3
千
円
）

2
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い

て

・
地
域
及
び
町
内
会
活
動
者
の
調
査
と
D
B
化
を

行
う

3
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
諸
活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て

旧
商
品
販
売
、
所
外
不
良
設
備
情
報
提
供
の
継
続

倒
C
S
R
活
動
へ
の
協
力
の
継
続

山
口
嵩
相
談
役
挨
拶
の
後
、
長
寿
会
員
1
5
名
（
米

寿
4
名
・
喜
寿
目
名
）
　
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
、

次
い
で
、
議
長
に
伊
藤
五
明
氏
を
選
出
し
議
事
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

侶
支
部
作
成
「
入
会
の

ご
案
内
」
パ
ン
フ
の
利
用

拗
会
員
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
　
（
仮
称
）
　
の

設
置用

1
年
間
体
験
入
会
制

度
の
活
用
（
1
年
間
の
会
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伊藤五明議長

観桜会花宴の模様

会議の模様

16

平
成
2
7
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、

平
成
2
8
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
部
役
員
の
異
動
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
次
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
幹
事
事
務
局
次
長

（
新
任
）
荒
木
　
省
一

（
退
任
）
高
橋
　
徹

役
員

（
新
任
）
羽
田
　
英
夫

（
退
任
）
荒
木
　
省
一

※
な
お
、
新
任
役
員
の
任
期
は
現
役
員
任
期
残
存

の
1
年
と
な
り
ま
す
。

総
会
終
了
後
恒
例
の
「
観
桜
会
」
に
入
り
、
N
T

T
福
島
支
店
斉
藤
総
務
担
当
課
長
は
じ
め
、
各
招
待

者
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
長
寿
者
代
表
の
菅
野
龍
治
氏

の
乾
杯
で
花
宴
に
入
り
ま
し
た
。
余
興
は
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
の
司
会
に
よ
り
歌
も
飛
び
出
す
な
ど
、
宴
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
各
地
の
銘
酒
を
準
備
し
抽
選
で
各

テ
ー
ブ
ル
に
1
本
ず
つ
準
備
し
試
飲
い
た
だ
き
大
変

好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

◎
第
1
回
役
員
会
兼
地
域
担
当
幹
事
会
開
催

福
島
地
区
で
今
年
度
計
画
し
た
事
業
の
、
具
体
的

な
展
開
等
の
意
識
合
わ
せ
を
行
う
会
議
が
、
6
月
9

日
1
4
時
か
ら
「
福
島
テ
ル
サ
」
に
お
い
て
2
8
名
の
役

員
、
地
域
担
当
幹
事
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
次
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項

と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

1
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て

①
参
加
会
員
の
拡
大
に
努
力
す
る
。

②
新
規
サ
ー
ク
ル
の
立
上
を
検
討
す
る
。
（
「
ボ
ー

リ
ン
グ
」
「
そ
ば
を
喰
う
会
」
を
検
討
中
）

2
、
会
員
の
集
ま
る
機
会
の
創
設
に
つ
い
て

①
「
O
B
余
技
作
品
展
」
9
月
2
8
日
開
催
決
定

②
「
文
化
講
演
会
」
「
電
電
記
念
日
を
祝
う
会
」

1
0
月
餅
日
同
日
開
催
決
定

③
「
新
年
会
」
　
2
9
年
1
月
2
6
日
予
定

3
、
会
員
同
士
が
支
え
合
う
施
策
の
充
実
を
図
る

会
報
等
の
配
布
は
地
域
担
当
幹
事
が
継
続
配
達
し

会
員
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
大
事
に
し
た
取
り
組
み

を
行
う
。
ま
た
、
昨
年
度
行
っ
た
「
近
況
確
認
」
に

加
え
今
年
度
は
、
「
地
域
貢
献
活
動
」
等
の
状
況
聞

き
取
り
調
査
も
併
せ
て
行
う
。

4
、
組
織
の
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

新
規
会
員
拡
大
に
つ
い
て

今
年
度
発
足
し
た
「
会
員
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

チ
ー
ム
を
中
心
と
し
、
「
お
試
し
入
会
制
度
」
を
フ

ル
に
活
用
し
た
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
。

5
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
各
種
施
策
に
積
極
的
に
協
力

する。①
N
T
T
福
島
支
店
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
「
福
島
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ひ
ま
わ
り
里
親
P
T
」
に
協
力
参
加
す
る
。

②
N
T
T
福
島
支
店
が
主
催
す
る
街
中
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
活
動
」
に
参
加
す
る
。

③
販
売
情
報
・
所
外
不
良
設
備
情
報
の
提
供
を
継

続
し
て
行
う
。

会
議
終
了
後
、
N
T
T
福
島
支
店
斉
藤
哲
也
総
務

担
当
課
長
か
ら
「
N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
会
場
を
移
動
し
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト
と

な
る
顔
合
わ
せ
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

◎
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

協
力
し
ま
し
た

N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
山
内
功
支
店
長
か
ら
、

電
友
会
に
対
し
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
要
請

が
あ
り
、
検
討
の
結
果
、
電
友
会
の
活
動
方
針
で
あ

る
「
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
」
「
地
球
環

境
保
護
活
動
」
加
え
て
「
福
島
復
興
支
援
活
動
」
　
の

観
点
か
ら
積
極
的
に
参
加
協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た。

今
年
度
は
、
会
員
へ
の
里
親
募
集
の
期
間
も
短

い
こ
と
か
ら
、
福
島
地
区
で
6
0
口
（
1
口
種
5
粒
）
、

吾
妻
会
で
2
0
口
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
島
地
区
の
里
親
に
つ
い
て
は
、
6
月
7
日
の
「
会

員
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
打
合
せ
」
及
び
、
6

月
9
日
の
「
第
1
回
役
員
会
兼
地
域
担
当
幹
事
会
」

の
席
上
協
力
を
要
請
し
、
約
4
0
名
の
会
員
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
秋
に
は
種
を
収
穫
L
N
T
T
に
お
返
し
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
も
う
少
し
早
い
時
期
に
取
り
組
み
が

出
来
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
協
力
し
て
頂

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
「
福

島
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
参
照
下
さ
い
。

福
島
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
 
h
t
t
p
‥
＼
＼
d
e
n
y
u
O
N
皐
．
s
a
k
u
r
a
．
n
e
J
p
＼

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

川
福
島
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

昨
年
、
1
1
月
4
日
第
1
8
4
回
大
会
終
了
後
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
1
年
間
の
総
括
と
し
て
会
員
が

健
康
で
怪
我
も
な
く
、
安
全
に
予
定
し
た
日
程
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
毎
月
第
2
水
曜
日

の
開
催
日
と
プ
レ
ー
コ
ー
ス
の
変
更
や
ハ
ン
デ
戦
の

改
正
等
を
話
し
合
い
参
加
し
や
す
い
倶
楽
部
に
一
部

変
更
し
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
例
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
1
8
5
回
大
会
　
平
成
2
8
年
3
月
封
日

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
 
W
ペ
リ
ア
戟

優
勝
　
丹
治
　
貞
夫
　
　
準
優
勝
　
阿
部
　
忠

・
第
1
8
6
回
大
会
　
平
成
2
8
年
4
月
8
日

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
阿
部
　
忠

・
第
1
8
7
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
渡
部
　
雄
次

準
優
勝
　
我
妻
　
均

平
成
2
8
年
5
月
1
1
日

W
ペ
リ
ア
戦

準
優
勝
　
伏
見
　
普
弘

㈲
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ
活
動
状
況

・
例
会
活
動

1
0
月
2
2
日

1
1
月
2
6
日

1
2
月
2
4
日

1
月
2
1
日

2
月
2
1
日

1
3
名
　
無
線
L
A
N
の
構
築

1
5
名
　
年
賀
状
相
談
会

8
名
　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
1
0

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

1
1
名
　
確
定
申
告
の
手
続
き

7
名
・
ウ
イ
ル
ス
対
策
、

リ
カ
バ
リ
ー
デ
ィ
ス
ク
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相馬地区草野会長の挨拶

参加者の皆さん
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3
月
初
日
　
7
名
　
最
近
の
P
C
事
情

4
月
2
1
日
　
1
0
名
　
定
期
総
会
、

新
年
度
顔
合
せ
懇
親
会

・
福
島
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
員
2
名
に
よ
り
原
則
週
1
回
補
正
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
P
C
教
室
の
開
催

会
員
が
講
師
に
な
り
2
7
年
度
下
期
の
状
況
は

開
催
回
数
　
1
2
回
　
　
延
べ
人
数
　
別
名

講
座
内
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
エ
ク
セ
ル
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
覚
障
害
者
支
援
組
織
．
「
に
じ
の
会
」
に
対
す
る

支
援
活
動
と
し
て
、
1
8
冊
の
図
書
を
音
声
化
翻
訳
作

成
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ア
シ
ス
ト
す

る
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

㈱
麻
雀
サ
ー
ク
ル

・
平
成
2
7
年
度
第
4
回
例
会
は
、
平
成
2
7
年
日
月
1
4

日
年
忘
れ
大
会
と
し
て
山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン
に
て

実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
高
橋
　
次
郎
　
準
優
勝
　
斎
藤
　
英
夫

・
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会
、
第
1
回
例
会
を
平
成
2
8

年
4
月
9
日
山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
。

総
会
は
渡
辺
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
議
事
に
入

り
2
7
年
度
活
動
状
況
、
2
8
年
度
運
営
計
画
及
び
そ
の

他
サ
ー
ク
ル
会
員
等
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
引
き
続
い
て
第
1
回
の
例
会
に

入
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
渡
辺
大
明
勇
　
準
優
勝
　
阿
瓢
　
忠

次
の
例
会
は
6
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
健
康
に

留
意
し
て
元
気
で
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

榔
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
忘
年
大
会
は
1
2
月
9
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ

た
　
（
参
加
者
8
名
）
。

優
勝
　
鈴
木
　
道
則
　
　
準
優
勝
　
渡
辺
大
明
勇

・
新
春
大
会
は
1
月
1
3
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ

た
　
（
参
加
者
6
名
）
。

優
勝
　
大
塚
　
正
膣
　
　
準
優
勝
　
栗
原
　
信
幸

・
2
8
年
度
総
会
は
会
員
1
0
名
の
出
席
を
得
て
4
月
1
3

日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

2
7
年
度
の
活
動
報
告
及
び
2
8
年
度
の
活
動
計
画
等

が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

引
き
続
き
観
桜
大
会
が
行
わ
れ
た
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
。

優
勝
　
黒
森
　
澄
夫
　
　
準
優
勝
　
栗
原
　
信
幸

・
第
3
回
福
島
支
部
親
善
囲
碁
交
流
会
が
6
月
8
日

郡
山
の
逢
瀬
荘
で
開
催
。

・
初
夏
大
会
は
6
月
2
2
日
O
B
サ
ロ
ン
で
開
催
。

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

今
回
は
、
平
成
2
7
年
度
1
1
月
か
ら
の
活
動
状
況
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
3
地
区
サ
ー
ク
ル
交
流
会

1
1
月
5
日
相
馬
光
陽
P
G
場
で
、
福
島
・
相
馬
・

南
相
馬
の
各
地
区
か
ら
総
勢
3
7
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
相
馬
地
区
草
野
会
長
挨
拶
の
後
、
早
速

1
0
組
に
分
か
れ
て
競
技

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昼

食
は
、
コ
ー
ス
内
の
東
屋

を
利
用
し
て
幹
事
に
準

備
し
て
い
た
だ
い
た
弁
当

と
お
茶
と
お
喋
り
で
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
合
い
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ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
成
績
発
表

が
あ
っ
た
後
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
男
子
の
部
は
、
優

勝
・
準
優
勝
を
南
相
馬
地

区
が
独
占
、
福
島
地
区
の

東
城
さ
ん
が
第
3
位
に
食

表発績成

い
込
み
ま
し
た
。

女
子
の
部
は
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
相
馬
地
区
及

び
福
島
地
区
か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
す
べ
て
南
相
馬
地
区
が
独
占
し
ま
し
た
。

相
馬
地
区
及
び
南
相
馬
地
区
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

②
定
期
練
習

毎
月
第
1
水
曜
日
と
第
3
水
曜
日
を
サ
ー
ク
ル
の

定
期
練
習
日
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
除
染
作
業

と
の
関
係
で
練
習
場
を
二
転
三
転
、
よ
う
や
く
ホ
ー

ム
練
習
場
の
除
染
が
終
了
し
、
1
0
月
か
ら
元
の
下
釜

練
習
場
が
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
本
コ
ー
ス
遠
征
・
競
技
大
会

本
コ
ー
ス
遠
征
や
競
技
大
会
は
、
真
夏
の
8
月
、

及
び
酷
寒
期
の
1
月
～
3
月
を
除
き
毎
月
開
催
し
ま

し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
待
望
の
福
島
市
大

森
地
区
に
開
設
さ
れ
た
福
島
市
P
G
場
で
第
3
回
競

技
大
会
を
1
2
月
7
日
に
開
催
で
き
た
こ
と
で
す
。

成
績
は
省
略
し
ま
す
が
、
今
回
は
市
内
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
ま
で
の
競
技
大
会

を
大
幅
に
上
回
る
、
1
6
名
も
の
会
員
が
参
加
し
、
思

う
存
分
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
後
は
、
相
馬
光
陽
P
G
場
と
、
こ
の
福
島
市
P

G
場
を
交
互
に
使
用
し
た
開
催
に
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

④
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会

総
会
に
先
立
ち
3
月
2
8
日
に
役
員
会
を
開
催
し
、

総
会
は
4
月
7
日
N
T
T
山
下
ビ
ル
の
O
B
サ
ロ
ン

に
お
い
て
、
会
員
1
3
名
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
伊
藤
滋
見
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
議

案
の
審
議
に
入
り
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
か
ら
、
総
会
終
了
後
に
「
エ
チ
ケ
ッ
ト
・

マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
」
　
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
最
初
の
勉
強
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
「
知
っ
て
お
き
た
い
最
低
限
の
ル
ー

ル
」
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た。㈱
電
友
福
島
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

・
平
成
2
7
年
1
1
月
1
4
日

・
平
成
2
7
年
1
2
月
4
日

・
平
成
2
8
年
1
月
1
6
日

・
平
成
2
8
年
2
月
6
日

・
平
成
2
8
年
2
月
2
7
日

・
平
成
2
8
年
3
月
1
2
日

・
平
成
2
8
年
4
月
2
3
日

例
会

発
表
会

例
会

例
会

例
会

発
表
会

定
期
総
会

7
名
参
加

1
2
名
参
加

4
名
参
加

8
名
参
加

5
名
参
加

1
0
名
参
加

1
0
名
参
加
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総会法案審説模様
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・
定
期
総
会
模
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

福
島
市
栄
町
「
ス
ナ
ッ
ク
M
」
　
の
協
力
を
頂
き
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
度
事
業
報
告
・
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
審
議
、
続
い
て
会
則
の
一
部
変
更
、
役
員

改
選
を
行
い
次
の
役
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

・
副
会
長

山
本
　
豊
彦
（
新
任
）
　
　
北
見
　
康
夫
（
退
任
）

・幹事北
見
　
康
夫
（
新
任
）
　
　
山
本
　
豊
彦
（
退
任
）

・顧問菅
野
　
正
夫
（
退
任
）
　
※
後
任
無
し

な
お
会
員
数
は
、
昨
年
度
発
足
以
降
退
会
1
名
、

新
規
入
会
2
名
が
あ
り
、
発
足
時
の
1
5
名
か
ら
1
名

増
の
1
6
名
に
よ
り
、
今
年
度
の
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
発
表
会
に
移
行
し
会
員
の
持
ち
歌
を

熱
唱
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

⑳
電
友
吾
妻
会

◎
電
友
吾
妻
会
総
会
開
催

平
成
2
8
年
度
の
吾
妻
会
総
会
が
4
月
1
2
日
に
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
7
9
名
中
参
加
者
3
3
名
で
す
。

来
賓
と
し
て
N
T
T
福
島
支
店
総
務
担
当
課
長
斎

藤
哲
也
様
よ
り
会
社
の
現
状
、
福
島
・
南
相
馬
・
川

俣
が
元
気
に
な
る
よ
う
地
域
貢
献
し
て
い
ま
す
と
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
N
T
T
福
島
支
店
様
か
ら
は

吾
妻
会
総
会
の
度
に
ご
支
援
頂
い
て
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
電
友
会
福
島
支
部
長
斉
藤
政
夫
様
か

ら
は
会
員
が
減
っ
て
い
る
の
で
増
員
の
活
動
を
し
て

い
る
事
、
福
島
県
議
高
橋
秀
樹
様
か
ら
は
日
ご
ろ
の

ご
支
援
へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
議
事
は
と
ど
こ
お
り
な
く
進
み
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
伊
藤
邦
子
会
長
が
高

野
山
に
て
「
世
の
中
は
　
こ
そ
の
荷
物
に
尽
き
る

和
ま
る
も
こ
そ
　
乱
れ
る
も
こ
そ
」
　
の
言
葉
に
感
動

し
た
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
り
お
い
し
い
お
食
事
、
懐

か
し
い
顔
々
で
皆
さ
ん
の
お
顔
が
和
や
か
で
し
た
。

会
員
お
得
意
の
余
興
、
歌
、
踊
り
、
全
員
輪
に
な
っ

て
盆
踊
り
等
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
夏
の
旅
行
で
又
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
ネ
。

◎
温
泉
日
帰
り
旅
行

平
成
2
7
年
6
月
1
7
日
春
の
ゆ
っ
た
り
温
泉
日
帰
り

旅
行
を
、
土
湯
温
泉
ニ
ュ
ー
扇
屋
旅
館
に
於
い
て
、

2
4
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
旅
館
か
ら
の
送
迎
バ
ス

で
、
ご
厚
意
に
よ
り
途
中
、
照
南
湖
に
寄
り
湖
面
に

広
が
る
と
て
も
給
麗
な
色
と
り
ど
り
の
ス
イ
レ
ン
を

見
学
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

温
泉
到
着
後
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
、
お
し
ゃ
べ
り

が
弾
み
、
懇
親
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
ほ
っ
と
一
息
円
満
の
微
笑
み
、
カ
ラ
オ
ケ
等
で

時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
自
家
源
泉
掛
け
流
し
の

湯
舟
に
つ
か
り
露
天
風
呂
に
と
、
日
々
の
疲
れ
も
癒

さ
れ
、
和
や
か
な
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

帰
り
は
お
土
産
を
手
に
、
皆
様
大
変
満
足
の
ご
様

子
で
し
た
。

再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ひ
な
祭
り

平
成
2
8
年
3
月
3
日
に
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

於
い
て
、
2
4
回
と
な
る
ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
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みんなでちょっとぬめかしして
ひな祭りをお祝い

友人や孫の顔を想いながら描いています

最
近
、
着
物
を
着
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が

桃
の
花
や
お
ひ
な
様
を
見
る
と
着
物
を
着
て
お
祝
い

し
た
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

お
料
理
も
、
ひ
な
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
春
ら
し
い

お
料
理
で
幸
せ
な
ひ
と
時
で
す
。

3
3
名
の
出
席
で
、
手
話
で
ひ
な
祭
り
の
歌
を
歌
っ

た
り
、
日
本
舞
踊
、
寸
劇
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

侶
手
作
り
サ
ー
ク
ル

最
近
、
手
作
り
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
会
員
の
老
齢

化
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
容
易
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

手
先
の
仕
事
で
一
番
大
切
な
、
日
と
指
先
が
思
う
よ

う
に
働
か
な
く
な
っ
て
、
会
員
の
出
席
が
ぐ
ん
と

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ア
イ
デ
ア
マ
ン

の
会
長
が
、
あ
れ
こ
れ
と
生
活
に
役
立
つ
物
や
、
リ

サ
イ
ク
ル
物
を
考
案
し
て
活
動
を
パ
ワ
ー
一
杯
に

リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
す
。
故
に
、
福
祉
施
設
へ
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
例
年
通
り
実
施
で
き
、
丹

誠
込
め
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
カ
バ
ー
と
正
月
用

祝
い
箸
は
利
用
者
の
方
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
又
、
3
月
の
吾
妻
会
ひ
な
祭
り
に
は
、
参
加

者
全
員
に
、
可
愛
ら
し
い
匂
い
袋
の
壁
飾
り
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
き
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
洋
服
の
端
布
や
、
着
な
い
ま
ま
箪
笥
の
重
し
に

な
っ
て
い
る
着
物
等
が
終
活
を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
何
と
か
テ
マ
・
ヒ
マ
か
け
て
新
し
い
姿
に
変
え

も
う
一
度
役
立
た
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
手
作
り

サ
ー
ク
ル
の
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
。

㈲
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

〝
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
〟
と
い
う
言
葉
の
よ
う

に
は
、
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
の
が
絵
手
紙
。
毎
月
、
季
節

の
草
花
や
果
実
等
持
ち
寄
り
、
絵
手
紙
ら
し
く
ハ
ガ

キ
に
措
く
の
だ
が
ー
。
絵
筆
は
な
か
な
か
思
う
に
任

せ
ず
、
感
動
を
呼
ぶ
べ
き
絵
手
紙
の
二
百
も
、
相
田

み
つ
お
の
よ
う
に
は
ゆ
か
ぬ
。
独
特
の
文
字
も
大
胆

に
か
つ
品
良
く
と
は
走
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
で
も

季
節
の
香
り
や
心
情
が
小
さ
な
ハ
ガ
キ
に
込
め
ら
れ

て
相
手
に
届
く
と
思
う
と
、
そ
れ
な
り
の
絵
手
紙
が

2
、
3
枚
は
出
来
る
。
下
手
で
も
そ
れ
を
待
っ
て
い

て
く
れ
る
友
人
や
孫
の
顔
を
想
い
な
が
ら
、
自
己
満

足
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
照
れ
笑
い
し
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
独
り

言
を
つ
ぶ
や
き
絵
筆
を
握
る
時
間
こ
そ
、
絵
手
紙

サ
ー
ク
ル
の
至
福
の
時
で
あ
る
。

「
絵
手
紙
で
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
と

い
う
の
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
方
針
で
、
あ
れ
こ
れ
と

皮
算
用
が
胸
に
湧
く
が
ど
う
な
る
も
の
や
ら
で
楽
し

み
な
こ
と
で
あ
る
。
来
年
は
ト
リ
年
、
夢
が
翔
く
か

飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
か
、
青
い
鳥
を
手
に
し
た
い
。

㈲
ひ
ま
わ
り
健
康
サ
ー
ク
ル

1
月
は
冬
休
み
。

2
月
、
3
月
は
3
B
体
操
で
あ
っ
た
が
、
予
定
し

て
い
た
会
館
の
和
室
は
、
3
月
半
ば
過
ぎ
ま
で
ど
れ

も
空
い
て
い
な
い
と
言
う
。
ひ
と
部
屋
だ
け
使
え
る

の
は
机
と
椅
子
が
ぎ
っ
し
り
だ
っ
た
。
そ
れ
な
り
に

や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
講
師
の
指
導
で
、
主
に
腕
や
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手
を
フ
ル
に
使
っ
て
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
が
簡
単
そ

う
で
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
大
半
が
ぐ
だ
ぐ
だ
と

な
っ
て
久
し
ぶ
り
に
大
笑
い
し
た
。

3
月
は
1
0
日
程
ず
ら
し
て
い
つ
も
の
和
室
確
保
。

春
休
み
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
孫
を
連
れ
て
の
参
加
者

も
居
り
、
小
学
校
低
学
年
の
女
の
子
が
2
人
。
そ
の

愛
ら
し
さ
と
覚
え
の
早
さ
に
、
お
ば
あ
さ
ん
達
は
慈

愛
の
ま
な
ざ
し
に
加
え
、
驚
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。

4
月
、
第
1
4
回
総
会
が
、
国
会
風
に
言
え
ば
し
ゆ

く
し
ゆ
く
と
行
わ
れ
、
天
気
も
上
々
1
8
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

㈲
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

第
9
回
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部
総
会

が
終
わ
り
、
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
昨
年
同
様
3
9
名
の
仲
間
だ
。
月
1
回
豊

山
を
登
ろ
う
で
始
ま
っ
た
倶
楽
部
だ
が
、
9
年
冒
と

い
え
ば
、
ざ
っ
と
9
6
回
山
歩
き
を
し
て
い
を
」
と
に

な
る
。
半
分
参
加
し
た
と
し
て
も
約
5
0
回
当
然
自
分

の
歩
き
方
、
登
り
方
が
身
に
つ
き
ス
キ
ル
が
上
が
り

だ
ん
だ
ん
高
い
山
に
登
り
た
く
な
る
。
昨
年
は
安
達

太
良
縦
走
、
月
山
、
鏡
山
と
続
い
た
。
一
歩
一
歩

の
積
み
重
ね
が
頂
上
に
導
く
。
行
程
が
苦
し
く
て
も

辛
く
て
も
、
頂
上
で
の
写
真
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

満
た
さ
れ
た
自
分
が
い
る
。

今
年
度
は
慎
重
に
登
り
た
い
と
み
ん
な
が
思
っ
て

い
る
は
ず
。
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
、
月
1
度

の
山
歩
き
を
最
優
先
目
標
に
し
て
欲
し
い
。
何
故
な

ら
登
り
た
く
て
も
登
れ
な
い
仲
間
が
い
る
の
だ
か
ら
。

今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
報
告
で
す
。

4
月
第
1
回
例
会
は
「
半
田
山
」
　
1
4
名
参
加
。
満

開
の
さ
く
ら
、
真
っ
青
な
空
と
湖
に
映
っ
た
桜
を
見

な
が
ら
、
伽
排
を
た
て
て
頂
く
。
5
月
例
会
は
山
開

き
「
口
大
山
」
　
へ
1
6
名
参
加
。
新
緑
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

が
美
し
い
。
頂
上
か
ら
は
吾
妻
連
峰
が
目
の
前
に
連

な
る
。
下
り
は
長
く
つ
ら
か
っ
た
が
「
す
い
と
ん
汁
」

の
サ
ー
ビ
ス
付
き
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
。
福
島
地
区
電

友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
写
真
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
の
予
定
は
麓
山
・
鳥
海
山
・
遠
藤
ケ
滝
・
額

取
山
・
磐
梯
山
・
霊
山
・
虎
狼
山
・
高
松
山
・
十
万

劫
山
・
そ
し
て
信
夫
山
と
つ
づ
く
。
も
ち
ろ
ん
登
山

後
は
お
風
呂
付
。
年
2
回
の
反
省
会
兼
飲
み
会
・
芋

煮
会
新
年
会
と
遊
び
三
昧
の
仲
間
で
す
。
昨
年
は
延

べ
参
加
者
数
2
1
7
名
と
前
年
度
比
較
で
約
1
0
0

名
減
少
で
し
た
が
、
（
天
候
不
順
に
よ
る
中
止
）
今

年
度
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
。

㊨
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

日
月
5
日
、
相
馬
・
福
島
・
南
相
馬
3
地
区
合
同

で
、
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

福
島
の
愛
好
会
の
人
達
も
初
め
て
参
加
。
3
7
名
の

参
加
が
あ
り
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

⑳
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
第
1
4
回
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
会
開
催

相
馬
・
南
相
馬
合
同
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
会

2
7
年
は
相
馬
の
担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。

実
施
年
月
　
平
成
2
7
年
1
0
月
2
7
日
1
2
時
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第63匝l相馬OBパークゴルフ大会
表彰式模様

南相馬・福島・相馬パークゴルフ交流会
参加者の皆さん

実
施
場
所
　
相
馬
市
岩
の
子
「
晴
風
荘
」

参
加
人
数
　
3
1
名

祝
う
会
実
行
委
員
会
の
岡
田
博
さ
ん
の
司
会
で
、

実
行
委
員
会
代
表
の
草
野
拓
也
さ
ん
の
挨
拶
に
引
き

続
き
N
T
T
東
日
本
－
福
島
支
店
渉
外
担
当
部
長
関

根
隆
様
、
来
賓
と
し
て
N
T
T
労
組
福
島
県
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
会
長
鈴
木
秀
昭
様
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

した。祝
賀
会
に
先
立
ち
実
行
委
員
会
の
南
相
馬
代
表
岡

本
情
義
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
り
和
や
か

に
昔
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
南
相
馬

代
表
の
谷
揮
博
さ
ん
の
閉
会
の
ご
挨
拶
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催
（
相
息
∵
南
相
馬
合
同
）

電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
会
の
前
に
同
会
場
で
、

2
7
年
は
相
馬
担
当
で
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
年
月
　
平
成
2
7
年
1
0
月
2
7
日
1
0
時
3
0
分

実
施
場
所
　
相
馬
市
岩
の
子
「
晴
風
荘
」

参
加
人
数
　
3
1
名

講
師
　
相
馬
消
防
署

救
急
係
副
主
任
主
査
　
菊
地
隆
史
先
生

演
題
　
「
高
齢
者
の
救
急
予
防
に
つ
い
て
」

高
齢
者
に
あ
り
が
ち
な
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等
の

症
状
・
予
防
等
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た。◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
2
7
年
1
2
月
1
6
日
第
6
3
回
相
馬
O
B
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
「
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
で
開

催
し
ま
し
た
。
楽
し
く
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
7
名
で
優
勝
者
は
草
野
拓
也
さ
ん
で
し

た。
毎
週
水
曜
日
（
9
時
3
0
分
集
合
）
を
練
習
日
と
定

め
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
と
親
睦
の
た
め
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
局
の
努
力
に
よ
り
毎
週
実
施
し
て
お

り
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
2
7
年
日
月
5
日
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
南
相
馬
（
2
2
名
）
、
福
島
（
8
名
）
　
の
退
職
者

の
方
々
と
第
1
2
回
南
相
馬
・
福
島
・
相
馬
O
B
親
睦

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
の
方
々
も
参
加
し
、
大
会
終
了
後
は
昼
食
を

取
り
な
が
ら
大
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
3
7
名
で
し
た
。

・
南
相
馬
・
福
島
・
相
馬
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
磯
部
、

山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予
定
ど
お

り
完
了
し
ま
し
た
。
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講師の斉藤茂先生

楽しく学んで、美味しく食べて
大満足のセミナーでした

㊨
電
友
あ
さ
か
会

◎
第
3
3
回
定
期
総
会
開
催

4
月
2
0
日
5
1
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

郡
山
に
て
、
白
内
郡
山
エ
リ
ア
支
店
長
、
山
ノ
井
退

職
者
の
会
会
長
、
品
川
郡
山
市
長
を
来
賓
に
お
招
き

し
ご
挨
拶
を
賜
り
、
高
橋
電
友
会
福
島
支
部
事
務
局

長
か
ら
「
電
友
会
の
現
状
等
」
　
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
司
会
進
行
は
星
事
務
局
長
が
行
い
、
物
故
者
6

名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
米
寿
3
名
・
喜
寿
8
名
の

長
寿
者
を
紹
介
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
続

い
て
新
会
員
2
名
の
紹
介
と
徽
章
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
黒
川
さ
ん
を
選
出
し

平
成
2
7
年
度
一
般
経
過
報
告
・
収
支
決
算
報
告
を
し

た
後
、
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
と
電
友

あ
さ
か
会
創
立
3
0
周
年
記
念
事
業
残
余
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。
共
に
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
役
員
改
選
に
よ
り
仲
島

さ
ん
が
相
談
役
に
、
加
藤
・
星
久
美
子
さ
ん
が
副
会

長
に
、
近
内
・
曲
山
和
子
さ
ん
が
幹
事
に
選
出
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
恒
例
の
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
懇

親
会
に
入
り
司
会
は
元
副
会
長
で
あ
る
上
妻
さ
ん
に

乾
杯
は
新
相
談
役
の
仲
島
さ
ん
の
ご
発
声
に
て
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
近
況
や
現
役
の
頃
の
話
等
に

花
が
咲
き
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

1
2
月
1
5
日
2
5
名
の
会
員
参
加
を
得
て
、
ビ
ッ
ク
ア

イ
　
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）
　
に
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

演
題
「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
・
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
」
講
師
は
防
災
危
機
管
理
専
門
家
の
斉
藤

講
し
、
「
風
水
害
・
地
震
へ
の
備
え
」
と
「
避
難
生

活
の
注
意
」
　
の
説
明
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
を
思

い
起
こ
し
身
震
い
し
な
が
ら
も
ナ
ル
ホ
ド
・
・
そ
う

す
れ
ば
い
い
の
か
と
領
き
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
講
演
会
に
て
学
ん
だ
こ
と
を
話
題
に
し
な

が
ら
「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ニ
フ
ン
チ
」
を
食
し
、
心
身

共
々
滴
足
し
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

茂
先
生
を
招
き
、

災
害
の
特
徴
・
郡

山
市
地
域
防
災
計

画
・
情
報
伝
達
・

豪
雨
災
害
等
を
受

◎
親
睦
旅
行

1
月
2
8
日
「
電
友
あ
さ
か
会
」
と
「
退
職
者
の
会
」

合
同
の
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
平
安

時
代
後
期
の
武
将
八
幡
太
郎
義
家
が
見
つ
け
て
多
く
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縁の下の力持ち！

青空の下で会員一同

の
戦
傷
兵
を
入
浴
さ
せ
た
と
こ
ろ
た
ち
ま
ち
傷
が

治
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
義
家
が
腰
を
お
ろ
し

て
霊
泉
を
な
が
め
た
石
が
「
休
石
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
郡
山
市
に
あ
る
休
石
温
泉
「
太
田
屋
」
に
2
7

名
が
参
加
し
、
晴
天
の
冬
空
の
も
と
郡
山
駅
前
よ
り

バ
ス
に
乗
車
し
て
車
中
で
は
久
し
振
り
に
会
う
先

輩
・
友
人
と
の
会
話
で
賑
や
か
で
し
た
。
逢
瀬
町
多

田
野
地
内
に
昨
年
完
成
し
た
　
「
ふ
く
し
ま
逢
瀬
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
　
の
前
を
横
目
に
て
通
過
し
ま
し
た
。
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
の
試
飲
等
は
平
成
2
8
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

太
田
屋
に
到
着
後
、
早
速
名
湯
に
浸
か
り
雪
景
色
を

堪
能
し
、
全
員
で
健
康
を
祈
念
し
乾
杯
、
懐
か
し
い

唄
カ
ラ
オ
ケ
、
偉
人
吉
田
松
陰
の
唄
、
賑
や
か
な
仮

装
ヒ
ョ
ツ
ト
コ
踊
り
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
で
も
あ
る
郡
山
市
長
の
品
川
さ
ん
が
参

加
し
一
段
と
華
や
か
に
な
り
、
参
加
者
同
士
で
昔
の

喜
怒
哀
楽
等
を
語
り
和
気
萬
々
の
会
話
が
途
切
れ
ま

せ
ん
。
日
帰
り
で
は
時
間
が
短
い
と
感
じ
る
程
、
懇

親
を
深
め
楽
し
い
1
日
で
し
た
。

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
　
「
食
用
廃
油
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
会
員
が
回
収
し
、
精
製
・

販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん
じ
ん
舎
の
会
」
　
（
知

的
降
が
い
者
施
設
）
　
が
バ
イ
オ
∴
ア
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
C
O
2
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
「
に
ん
じ
ん
舎
」

が
取
得
。
会
員
並
び
に
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
大
口
消

費
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
4
月
末
累
計
で
5
2
4

リ
ッ
ト
ル
提
供
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施

所
、
須
賀
川
2
か
所

延
べ
人
員
　
6
名

◎
不
良
設
備
情
報
掟
供

須
賀
川
ビ
ル
の
次
の
箇
所
に
つ
い
て
不
良
設
備
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

・
支
線
防
護
カ
バ
ー
な
し
　
鍛
山
線
4
号

・
引
込
線
・
光
ケ
ー
ブ
ル
垂
れ
下
が
り

森
宿
線
4
号
、
籾
山
線
2
～
3
号

・
有
休
柱
　
鍛
冶
山
線
9
A
右
1
～
2

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

糾
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

致
し
ま
す
。

◎
無
人
交
換
所
除
草

作
業

N
T
T
事
業
協
力

と
し
て
第
2
回
目
を

実施。日
時
　
平
成
刀
年

1
0
月
2
1
日
～
2
2
日

場
所
　
郡
山
3
か
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2
7
年
度
後
半
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
4
回
太
平
洋
ク
ラ
ブ

優
勝
　
長
沼
貴
一
郎
　
　
準
優
勝
　
仲
田
美
智
子

・
第
5
回
白
河
ゴ
ル
フ

優
勝
　
十
文
字
芳
男
　
　
準
優
勝
　
野
川
　
賢
二

・
第
6
回
ア
ロ
ー
レ
イ
ク
カ
ン
ツ
リ
ー

優
勝
　
熊
田
　
政
雄
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
新
一

㈲
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
2
7
年
度
活
動
状
況

・
第
6
回
定
例
会
1
0
月
2
0
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
鈴
木
　
健
一
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

・
第
7
回
定
例
会
1
1
月
1
1
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
熊
田
　
政
雄
　
　
準
優
勝
　
家
久
来
幸
次

・
第
8
回
定
例
会
1
2
月
7
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
家
久
来
幸
次

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田
　
茂
夫
　
　
準
優
勝
　
仲
島
　
功

・
第
9
回
定
例
会
2
月
2
2
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
山
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
金
沢
　
紘
一

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
松
本
　
文
一
　
準
優
勝
　
今
泉
千
鶴
子

・
第
1
0
回
定
例
会
3
月
1
4
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
山
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
金
沢
　
紘
一

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
健
一

平
成
2
8
年
度
総
会
実
施
後
の
活
動
状
況

・
第
1
回
定
例
会
4
月
2
5
日

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
高
山
　
博

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
仲
島
　
功
　
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
健
一

㈲
麻
雀
ク
ラ
ブ

女
性
会
員
を
勧
奨
し
て
、
平
成
2
8
年
度
第
1
回
大

会
は
町
集
会
所
で
実
施
。
参
加
者
は
8
名
で
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
位
　
西
川
　
将
夫
　
　
2
位
　
降
矢
　
国
光

今
後
も
、
女
性
会
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

㈲
あ
さ
か
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

電
友
会
と
協
賛
、
第
2
回
I
T
講
習
会
を
実
施

日
時
　
平
成
2
7
年
1
2
月
1
日

場
所
　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
2
F
会
議
室

内
容
　
①
年
賀
状
の
作
成

②
往
復
ハ
ガ
キ
の
作
成

③
ふ
り
が
な
機
能
を
使
っ
た
修
正

部
外
講
師
を
招
き
参
加
人
員
1
2
名
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思い出のワンシーン（平成28年3月8日）
松代城にて

㊨
白
河
地
区
電
友
会

◎
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ

イ
ド
研
修
旅
行
」

平
成
2
8
年
3
月
8
日
快
晴
に
恵
ま
れ
、
白
河
観
光

物
産
協
会
さ
ん
の
全
面
的
な
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ

り
貸
切
り
バ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
今
N
H
K

で
放
映
さ
れ
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
　
「
真
田
丸
」
　
の
真

田
家
の
居
城
で
あ
る
長
野
県
の
上
田
城
や
松
代
城
跡

を
巡
る
ガ
イ
ド
研
修
旅
行
に
総
勢
2
2
名
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

6
時
3
0
分
定
刻
通
り
小
峰
城
を
出
発
し
東
北
自
動

車
道
を
一
路
南
下
、
岩
舟
1
C
T
か
ら
北
開
東
自
動

車
道
に
入
り
、
そ
の
後
関
越
自
動
車
道
を
南
下
し
、

直
ぐ
に
上
信
越
自
動
車
道
へ
と
入
る
頃
に
は
、
当
日

は
3
月
と
は
思
え
な
い
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
に
心

も
弾
み
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
話
も
弾
み
、
．
車
内
は

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

車
窓
左
側
に
日
本
三
春
勝
（
景
）
　
の
1
つ
群
馬
県

の
妙
義
山
が
全
容
を
現
し
て
き
ま
し
た
。
見
る
か
ら

に
険
し
く
切
り
立
っ
た
岩
肌
が
突
出
し
た
景
色
に
改

め
て
皆
さ
ん
か
ら
感
嘆
驚
情
の
声
、
何
と
も
不
可
思

議
な
光
景
で
し
た
。

因
み
に
日
本
三
奇
勝
（
景
）
と
は
、
大
分
県
の
耶

馬
渓
・
香
川
県
の
寒
霞
渓
・
そ
し
て
群
馬
県
の
妙
義

山
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
有
名
な
碓
氷
峠

越
え
と
な
る
た
め
道
は
蛇
行
し
ト
ン
ネ
ル
の
連
続
で

し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
き
る
と
車
窓
右
手
に
浅

間
山
が
く
っ
き
り
と
顔
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

浅
間
山
は
い
ま
で
も
火
山
活
動
が
活
発
で
入
山
禁

止
と
な
っ
て
い
る
と
の
車
内
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
通
り
の
時
間
に
第
1
の
目
的
地
の
国
指
定
史

蹟
で
あ
る
桧
代
城
跡
へ
到
着
。

松
代
城
は
戦
国
時
代
の
永
禄
3
年
（
1
5
6
0

年
）
　
に
上
杉
謙
信
の
来
襲
に
備
え
武
田
信
玄
が
造
っ

た
城
で
当
時
海
津
城
と
言
っ
た
が
、
そ
の
後
正
徳
元

年
（
1
7
1
1
年
）
　
に
真
田
信
之
の
と
き
に
松
代
城

と
改
名
さ
れ
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス

か
ら
降
り
る
と
既
に
ガ
イ
ド
の
人
が
待
っ
て
お
り
ま

した。い
よ
い
よ
ガ
イ
ド
研
修
、
こ
ち
ら
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
服
装
で
、
1
度
に
何
人
く
ら
い
ま
で

1
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
受
け
持
つ
の
か
、
ハ
ン
デ
ィ

マ
イ
ク
の
使
用
は
ど
う
か
、
説
明
の
中
で
土
地
々
々

の
な
ま
り
等
を
入
れ
て
話
を
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
口
調
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
ガ
イ
ド
を
さ
れ

る
の
か
等
々
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

ガ
イ
ド
研
修
者
の
団
体
へ
の
説
明
は
一
般
の
観
光
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旅
行
者
へ
説
明
す
る
よ
う
な
事
柄
だ
け
で
は
無
く
、

特
別
な
話
が
出
る
も
の
と
期
待
し
て
ガ
イ
ド
さ
ん
の

側
を
離
れ
ず
付
い
て
行
っ
た
。

道
々
、
ど
の
よ
う
な
所
に
気
を
付
け
て
ガ
イ
ド
を

し
て
い
る
の
か
の
間
に
、
い
つ
も
明
る
い
声
で
、
語

り
か
け
る
よ
う
に
タ
ブ
ー
な
言
葉
や
差
別
用
語
を
話

さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
事
等
聞
か
れ
た
こ
と
に

対
し
て
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
に
こ
や
か
に

私
た
ち
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
の
間
に
か
ガ
イ

ド
研
修
を
忘
れ
、
一
観
光
旅
行
者
み
た
い
に
な
っ
て

い
た
自
分
で
し
た
。

そ
の
後
場
所
を
変
え
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
信
州
信

濃
の
新
？
蕎
麦
と
栗
お
こ
わ
の
豪
華
な
昼
食
！
お
土

産
に
は
定
番
の
野
沢
菜
の
漬
物
を
沢
山
買
い
込
み
、

最
終
日
的
地
の
国
の
史
跡
上
田
城
へ
と
移
動
。

指
定
さ
れ
た
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
数
分
、
突
然
目

の
前
に
高
さ
2
0
メ
ー
ト
ル
長
さ
は
優
に
2
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
は
あ
ろ
う
か
と
言
う
岩
盤
の
上
に
城
郭
が

見
え
思
わ
ず
庄
倒
さ
れ
て
固
唾
を
呑
み
ま
し
た
。

と
言
う
の
は
、
予
備
知
識
と
し
て
予
め
読
ん
で
い

た
チ
ラ
シ
等
は
上
田
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
堀
と
土

塁
で
囲
ま
れ
虎
口
　
（
出
入
口
）
　
に
石
垣
を
使
っ
た
質

素
な
平
城
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
実
物
を
見

て
驚
博
し
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。

実
は
自
分
た
ち
が
立
っ
て
い
た
場
所
は
、
当
時
千

曲
川
と
い
う
大
河
が
流
れ
て
お
り
、
尚
か
つ
、
尼
ケ

淵
と
い
う
深
い
淵
に
な
っ
て
い
た
天
然
の
堀
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
上
田
城
は
別
名
尼
ケ
淵
城
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

現
在
、
千
曲
川
は
改
修
さ
れ
5
0
0
メ
ー
ト
ル
程

南
側
に
移
さ
れ
た
が
、
当
時
の
川
底
か
ら
お
城
を
見

上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
此
処
か
ら
見
る
限
り
、
改

め
て
難
航
不
落
の
要
塞
で
あ
っ
た
こ
と
を
彷
彿
と
さ

せ
る
ス
ケ
ー
ル
で
し
た
。

上
田
城
は
織
田
信
長
が
本
能
寺
で
明
智
光
秀
の
謀

叛
で
横
死
し
た
翌
年
の
天
正
1
1
年
（
1
5
8
3
年
）

に
真
田
幸
村
の
父
の
真
田
昌
幸
が
策
を
弄
し
て
徳
川

家
康
に
建
て
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
徳
川
家
康
に

敵
対
し
て
2
度
も
城
攻
め
さ
れ
て
も
落
城
し
な
か
っ

た
城
と
し
て
有
名
な
お
城
で
す
。

中
で
も
2
度
目
の
第
2
次
上
田
城
合
戦
で
は
徳
川

秀
忠
軍
3
8
0
0
0
人
を
相
手
に
し
て
一
歩
も
引
か

ず
、
結
果
と
し
て
秀
忠
軍
が
天
下
分
け
目
の
関
が
原

合
戦
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
言
う
史
実
は
つ
と
に

有
名
で
す
。

予
定
時
間
に
な
り
ガ
イ
ド
の
人
が
来
ら
れ
た
が
、

見
る
か
ら
に
温
厚
そ
う
な
方
で
話
し
方
も
優
し
く
、

わ
か
り
や
す
い
口
調
で
質
問
さ
れ
た
方
の
顔
を
見
て

し
っ
か
り
答
え
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

ガ
イ
ド
研
修
で
の
感
想
は
長
野
県
民
は
皆
さ
ん
温

厚
な
方
ば
か
り
で
、
話
し
振
り
も
県
外
の
方
に
対
し

て
分
か
り
や
す
い
言
葉
使
い
に
気
を
配
っ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
2
か
所
の
ガ
イ
ド
の
方
に
共
通
し
た
の
は
、

最
初
に
会
っ
た
と
き
に
必
ず
「
今
日
は
こ
の
〇
〇
〇

〇
へ
来
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

良
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
　
の
言
葉
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
の
原
点
を
見
聞
き

し
た
よ
う
で
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
満
た
さ
れ
た

気
持
ち
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
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新春の集い　記念掩影

会津絵ろうそくまつりのボランティア活動の模様が
地元の新聞にも掲戟されました

㊨
い
わ
き
地
区
電
友
会

◎
第
1
4
回
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
会
開
催

平
成
2
7
年
1
0
月
2
3
日
い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

椿
山
荘
に
て
7
2
名
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

した。開
会
の
前
段
と
し
て
N
T
T
広
報
ビ
デ
オ
放
映
の

後
、
若
松
慶
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、
N
T
T
労
組

退
職
者
の
会
い
わ
き
地
区
協
議
会
岡
部
功
会
長
の
開

会
の
言
葉
に
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
N
T
T

東
日
本
－
東
北
福
島
支
店
い
わ
き
エ
リ
ア
支
店
長
竹

谷
金
治
様
の
現
在
の
N
T
T
の
現
状
を
含
め
た
挨
拶

が
有
り
、
続
い
て
ご
来
賓
の
N
T
T
労
組
い
わ
き
エ

リ
ア
長
後
藤
紋
様
、
福
島
県
議
会
議
員
古
内
三
久
様

の
祝
時
を
頂
き
、
元
い
わ
き
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
長
諸
橋
利
男
様
の
音
頭
で
乾
杯
を
い
た
だ
き
、

祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
皆
さ
ん

酒
も
回
り
良
い
気
分
に
な
り
、
昔
の
出
来
事
な
ど
思

い
出
し
お
互
い
に
話
し
合
い
、
又
カ
ラ
オ
ケ
等
も
あ

り
美
声
を
出
し
て
歌
う
人
も
沢
山
登
場
し
宴
会
も
盛

り
上
が
り
、
N
T
T
現
役
と
O
B
一
体
と
な
り
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
あ
い
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

2
時
間
以
上
経
過
後
、
い
わ
き
地
区
電
友
会
島
吾

郎
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
お
開
き
と
な
り
、
次
回
の

記
念
日
で
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
散
会
し
ま
し
た
。

㊨
会
津
電
友
会

◎
新
春
の
集
い
開
催

平
成
2
8
年
3
月
1
5
日
、
1
5
名
参
加
の
も
と
、
東
山

温
泉
・
御
宿
東
鳳
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
か
ら
、
お
互
い
健
康
第
一
に
、
「
一
笑
一
若
・

一
怒
一
老
」
　
の
気
持
ち
で
、
自
分
に
あ
っ
た
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
部
昭
寿
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
し
、
美
味
し
い
料

理
や
お
酒
で
お
互
い
近
況
等
を
語
り
親
睦
を
深
め
ま

した。

カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で
は
、
申
込
者
続
出
で
盛
り
上

が
り
、
最
後
に
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
い
　
「
高
枚
3
年
生
」

を
合
唱
し
て
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
「
会
津
絵
ろ
う
そ
く
ま
つ
り
」
へ
の
協
力

会
津
若
松
市
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
1
7
回
「
絵
ろ

う
そ
く
ま
つ
り
～
ゆ
き
ほ
た
る
～
」
は
、
平
成
2
8
年

2
月
1
1
日
～
1
3
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

O
B
2
団
体
（
電
友
会
・
退
職
者
の
会
）
　
よ
り
、

N
T
T
会
津
エ
リ
ア
支
店
を
通
じ
て
、
協
賛
金
の
支
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接
を
行
い
ま
し
た
。

2
月
9
日
、
会
津
青
年
会
議
所
会
館
に
於
い
て
、

退
職
者
有
志
2
0
名
が
燭
台
の
残
ロ
ウ
除
去
作
業
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
さ
く
ら
会
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

平
成
2
8
年
4
月
8
日
1
1
時
よ
り
、
会
津
若
松
市
表

町
町
内
会
館
に
於
い
て
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
出
席

者
数
8
名
。

レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
し
な
や
か
な
身
体
を
維
持
し

1
人
で
踊
れ
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
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